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。第4回評議員会の開催

研究所は3月29FT（木〉午前11時30分から丸の内・日

本工諜倶楽部において37.fJ；の評議員出席のもとに抑4岡

野議員会をiHHlll，小林会長の挨拶ののち，京刷所長から

37年度事業計画，渋沢総務部長から37年度資金計画およ

び収支予知について説明を行ない，蒋識の宋これを77?(

した。なお；益事終了後， 「中共の対日貿易政策Jと題し

て拓殖大学；Nt師佐藤・in一郎氏の1/1，似iがあって，午後2附？

i技会した。

。昭和37年度職員入所式

4月28, I昭和37年度新組採用職員16名の入所式を行

なったが， 2日および3円の両日にわたり研究所設立の

泊耶をはじめ各部室の柴務内諮等についての研修を行な

った。

。研究所組織の一部改正

「アジア諸国の経済成長の長期的展望」に関し関査研

究を行なうため， 4月1日から｜臨時に長期成長調査察が

設ぼされた。これで研究所は5部2室となった。

。首脳部の人事異動

研究所機仙の一部改正にともなう人事異動が4月l日

付下記の通り発令された。

調査研究第1部長心得 =m：本武治（調査研究第 l部所

民〉，長期成長調査室所貝 原党天（調査研究都 l部

長，就業規程卸幻条銘 1項第4号により 3月31F.1付退

職， 4月IA付非常勤職只を命ぜらる〉

φ出向所員の交替

かねてに2年間の期限たもって商社，銀行から出向し

ていた菅原勝也〈伊藤忠商事），三沢乎（三菱商司f.)，小

山厚之助〈日本開発銀行〉および黒崎英雄（耳本銀行〉，

報
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今11：毅Hfi（丸紅飯m）の5氏は， 3 JJ 31日付・けをもって

原所属に帰任し，新たに常任事！”J~ilとして次の各氏が

勤務することになった。

藤田弘二（日本i;日発銀行〉，林芙（日本銀行〉，辻古河Ii

（三井物産〉

なお三菱商事，伊牒忠，丸紅飯田の 3祉は日下人選中。

φ海外派遣員の帰国

研究所は昭和34年度以来，岡有の関査スタッフを設成

する目的をもって，東南アジアその他の地峡に海外派遣

貝を出Lていたが，満2カ年の任務を終えた也のから目

下逐次帰国している。その氏名，派ill悶山発月日，東京

帰え！？予定日は下読の通りである。

氏 名｜ 削同｝鳩山，，東京泊

中間三議 I3月幻日カイロ発 i 1月6日

尾上悦三 I4月聞香港発 14月14日

長 谷 山 崇 彦 I4月初日デリー発 14月下旬

長手1ユ信一 i4 _n 21日シンガポーJレ発！ 4月幻日

田部 舟l4月1FTカ川ッタ発 14月竺

。第3回派遣員の一般研修終わる

先般来海外派ill要員に対して行なわれていた一般研修

（日本経済関係，英会話，工場見学等〉は3月末をもっ

て予定どおり終7した。

。海外派遣員の出発

3G年度海外旅ill員の最終メンバーとして下記のとおり

出発した。

氏 名［竺竺よ苦悩也（同名） I 受 入 れ 機 関 ｜ 研究分野一

愛甲次郎 13 月初日シ ＜ t-）~ t） ン｜ミ引訪：；~手フ広 I乃ブ諮問済統合 一
片野彦二円叶カ（口 ~ 10 ~ Iインド統計研究所 ｜制の経済開発山る…

椀原弘光13月川 1フィhン？｜ フ ィ リ 以 学 問 ｜フィリ ω 民業

〈注〉 愛附派遣只は37年10月，カイロへ転任の予定。
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